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　Rosen（2010・2020），Oviedo et al．（2020） の
報告に基づいて，アメリカ合衆国及びカナダの英
語圏で使用されているASLの７つのカリキュラム：
「A Basic Course in American Sign Language」
（ABC）（Humphries et al.，1994），「American Sign 
Language」（Green Books）（Cokely and Baker-
Shenk，1980a-e），「The American Sign Language 
Phrase Book」（Fant，1983），「Learning American 
Sign Language（Level I・II）」（Humphries & 
Padden，2004），「Master ASL!」（Zinza，2006），
「Bravo ASL!」（Cassell，1997），「Vista American 
Sign Language Series：Signing Naturally」（Lentz 
et al，1988；Smith et al.，1989；Mikos et al，
2001），ドイツ手話（Deutsche Gebärdensprache：
DGS）の３つのカリキュラム：「Frankfurt」（Happ 
& Voköper，2006），「Grundkurs」（Beecken et 
al，2002），「Desire」（Deaf and Sign Language 
Research Team ［Desire］，2002）と，ブラジル手話
（Língua Brasileira de Sinais：「Libras」）（Felipe & 
Monteiro，2004），オーストラリア手話（Australian 
Sign Language：「Auslan」）（VCAA，2001），スペイ



























































































































































































































































































































American Sign Language Phrase Book, Bravo ASL!, 
Vista American Sign Language Series: Signing 
Naturally，Grundkurs，Desire，Libras，Auslan，
CNSEの８つのカリキュラムである。例えば，The 










































































L2/Ln学 習 に も 応 用 さ れ（Brooks，1960；Lado，
1964），1940年代から1970年代にかけて，特に北米で
L2/Ln教育に強い影響を与えたとされる（Lightbown 






























　全米外国語教育協会（American Council on the 








































































































































































































る（Holmström & Schönström，2018）。 手 話 学 習
者のL1音声言語との違いを示して文法を指導するこ


















い う の がtranslanguagingの 概 念 で あ る（Garcia & 
Weigh，2014）。translanguagingは， 本 物 の 言 葉 を
使 い（authentic language use）， 意 味 の 伝 達 を 重
視し（meaning-oriented），内容学習の手段とする
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（注）
　手話言語は，視覚－空間言語であることから，これまでさま
ざまな表記法が提案されているが，一般的に普及した表記法
はない。そのため，手話の語順を，音声言語の類似した意味の
単語で表記して示されることが多い。これを「グロス」または
「ラベル」と言う。
ASLの例：
（私の芝刈機が壊れて動かなくなってしまったから，あなたの
を借りてもいい？）
ｔ：話題化を表す眉上げのNM
neg：否定を表す首振りのNM
ｑ：疑問を表す眉上げのNM
＋＋：手話の反復
日本手話の例：
（私が仕事の指示をすると，他の人は従ってくれるのに，佐藤
さんは無視するのです）
PT１：一人称を表す指さし
PT３：三人称を表す指さし
ｔ：話題化を表す眉上げのNM
cond：条件節を表す眉上げとうなずきのNM
△：うなずきのNM
ｘ，ｙ，ｚ：空間位置（図２参照）
265第二言語としての手話言語教授法に関する文献的検討
 （なかの　さとこ）
図２　「私が仕事の指示……無視するのです」の日本手話
文における空間の割振り

